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suvrvivor ） 」であり、 「虐待や災害など、さまざまな原因から生じた
傷を、心や身体に負っても、なんとか生き延びている人」のことである。子ど
（１）
ものころ機能不全家庭に育ったなどの原因から、しかるべき成長をバランスよく辿ることができないまま成長し、大人になってからも一定の特徴を持っているため、 いろいろな場面で社会的な生活が困難となっている人々のこと 言う。主人公田村カフカ、佐伯さん、ナカタさんは、虐待や恋人の死などにより、尋常でない心の傷を受けつつ、かろうじて生きてきた「サバイバー」であ 。本稿では、 「海辺の 」というテクストが「サバイバー」たちの回復の物語であること また「サバイバー」の生が「サバイバー」ではない人間（星野青年）に受け継がれ、生き直されてゆく物語であることを明らかにしたい。それは次のように岡真理氏が述べる「 〈出来事〉の記憶の分有」について、一つの可能性を提示す と考えるからであ 。
（２）



































































ることは言を俟たない。カフカは、自らの回復（救い）には佐伯さんの怒りを理解する事が必要とカラスと呼ばれる少年から諭される。 （ 「君の母親 中にも





































説明される佐伯さんは、魂が生きながら彷徨う人間として描かれている。彼女の魂が生きながら彷徨うことになったのは、最愛の恋人の死が原因である。佐伯さんは幼馴染みの恋人と二人だけの完全な円の中に生きて た。成長し大人になり、時代が移り変わってい 中で、二人が築き上げた完全な円の維持が難しくなってゆく。佐伯さん それを防ごうと入り口の石を開くが、その結果、最愛の恋人を失ってしまう。一心同体であった恋人の死によって、彼女 心は病む。普段の生活においても、心を別の所に置いて振る舞っている（ 「この人はにこやかに俺たちの顔を見ている。しかし同時に何も見ちゃいない。つまり俺たちを見ているんだけど 同時に違うものを見ている」 、 「彼女はそのような実際的な役割を的確にこ すことを、ある部分では喜 でもいる。 だ心がそこにないだけだ」章） 。
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くなった二十歳 時点で停止した。その後の人生は、 「ある時には私 一人で内側に引きこもって生きました。深い井戸の底で一人で生きているようなものでした。外にあるすべ を呪い、すべてを憎みました」 （章） 。生きながらえ
42
てしまっ 人： 「サバイバー」と て、佐伯さんは、ある時 全てを呪い、ある時は空虚に日を過ごしてきた。
母の可能性がある佐伯さんが少女の生霊と分離することで、カフカは佐伯さ
んの少女である部分に宿命的な恋心を抱き、母的な部分に母を求める。テクストに設定されたオイディプス神話の構造 なぞるように、二人は肉体関係を持つが、二人は自らの意志で肉体関係を持ったとは言え い。初めて肉体関係を持った際 佐伯さんは眠っていると描写される（ 「彼女は眠っている。僕にはそれがわかる。たしかに目は開いている。でも佐伯さんは眠っているのだ 彼
、
、、、、
女はすべての動作を眠りの中 おこな ている」章） 。佐伯さんはカフカを
29
















どちらも「サバイバー」であるため、二人の恋は一般的な恋愛感情ではなく、双方とも欠けてしまった自らの一部を探 行為となっている。つまり、カフカは佐伯さんに母を求め、佐伯さんはカフカ 恋人を重ねている。母であ 恋人である との肉体関係は、近親相姦のタブーを破るという意味合いよも、佐伯さんが心の奥に隠 てい も を引きずり出す めの行為 なってる。二人の関係の両義性、母─息子であり恋人同士である設定 、母と子が真摯に向き合うための手続き いえよう。そのため、オイディプス神話の設定、近親相姦のテーマ追求よりも、 〈 に捨 られた子〉と〈子を捨てた母〉 物語の比重が重くなっている。
そのことは、裸の心になった二人が森の中で出会い、互いの思いを伝え合う
場面がカフカ章のクライマックスとなっていることからも明白であ 。佐伯んは「私は遠い昔、捨ててはならないものを捨てたの」 、 「私が何よりも愛しい
たものを。私はそれがいつかうし われてしまうことを恐れたの。だから自
分の手でそれを捨てないわけにはいかなかった 奪いと れたり 何かの拍子に消えてしまったりするくらいなら、捨ててしまったほうが い 思った」 （
47
章）と語る。佐伯さんは母としての真摯な思いをカフカに伝え、カフカは自らが








母の役割は何か。それは「つなぐこと」と前 い ました。つないで関係をつくるために、母は子の存在を「承認」しなければなり せん 承認は、あるがままのその子を認め、その必要を満たすこ です。子ども一般ではなく、「その子」の承認でなければなりません。他 子ではない「あなた」 、それを私は必要とす 、という の視線（ふるまい） ことをラカンは「母の欲望」といっていま 。母の欲望と 、 「母が自分を必要として ることの〝自分の必要〟」 ことです。自分 必要としている母 〝感じる〟ことによって、ようやく子どもたちは自ら 生命 入り口を通れるので 。カフカは父の呪いの言葉から逃れるために家出をするが、それは言い換えれ
ば「サバイバー」が「母」からの「承認」を得るためへの旅でもあった。森の中の佐伯さんの言葉により、カフカは 母」からの「承認」を受け、自らの生命の入り口を見つけ出すことができたと言える。加藤典洋氏は「田村カフカのように、完全に損なわれた存在が、回復しうるただ一つの回路は、自分を棄てた人間が、かつては自分と同じように 人に捨てられた人間だっ と 深く、心の底から、思い知ることである」と述べている。ただ佐伯さん 場合、愛す
（１５）




とを恐れ、自ら捨ててしまったと語る。カフカを愛すれば愛するほど、恋人を失った時の恐怖を思い出し、その経験を繰り返したくないと考えていた。つまり、佐伯さんはカフカを産み、再び愛する対象を得、一つの人生の契機を迎えたが、愛する人を失う恐怖 克服 てはいなかった。そのため、子を捨て という通常では母親が行わない行動を取ってしまう。
母親が母性を否定することは、近現代社会においてはタブーとされてきた。
「子育ての担い手としての父親の役割が見直されるようになりつつある現在でさえ、なお社会には母親の役割 理想化しようとする根強い母親神話がある」 、「 「よい母親」でな 母親への世間 目はきびしく、母親 困難な状況への理解は得られない。 まけ 、子育て いう仕事は社会的に評価され い」 佐
（１６）
伯さんの行動は 母性神話の中 は非常に反モラルであり テクスト内でも「女の人という は、そういうことはしないも 」 （章）と尋常ではない行為と
11





































散させる。彼女 ちのような二人組について、大島さんは「佐伯さんの幼なじみの恋人を殺してしまったのも、そういっ 連中なんだ。想像力を欠いた狭量さ、非寛容さ。ひとり歩きするテーゼ、空疎な用語、簒奪された理想、硬直したシステム。僕にとってほんとうに怖いのはそういうものだ。僕はそういうものを心から恐れ憎む」 、 「想像力を欠いた狭量さや非寛容さ 寄生虫と同じなんだ。宿主を変え、かたち 変え どこまでもつづく そこには救いはない」 （
19
章）と語る。佐伯さんは たものを強く憎んで た 大島さんの言葉で語られてい が、この強い怒りは佐伯さ 思い 反映していると考える
注目したいのはここで描かれた「連中」が、村上が幾度も描いてきた「連中」
であることである 「沈黙」 （一九九一）では次 よう 描かれて る。
でも僕が本当に怖いと思うのは、青木のような人間の言いぶんを無批判に
受け入れて、そのまま信じてしまう連中です。自分では何も生み出さず、何も理解していないくせに、口当りの良い、受け入れやすい他人の意見に踊らされて集団で行動する連中です。彼らは自分が何 間違ったことをしているんじゃないかなんて、これっぽっちも、ちらっとでも考えたりはしないんです。自分が誰かを無意味に 決定的に傷つけているかもし ないなんていうことに思い当たりもしないような そ いう自分 ちの行動がどんな結果をも らそうと、何の責任も取りゃしないんです。本当に怖い
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のはそういう連中です。 （後略） 」「ねじまき鳥クロニクル」 （一九九四～九五）においては、綿谷昇を支持す
る
大衆が「連中」にあたる。複数のテクストにおいて幾度も怒りを表明するほ















か？それはいつかとんでもない悪夢に転換して く もしれない誰か別の人間の夢で ないのか？（ 「アンダーグラウンド」 とがき）その壁は名前を持っています。それは「システム と呼ばれ ます。そのシステムは本来は我々を護るべきはずのものです。しか あるときにはそれが独り立ちして我々を殺し、我々に人を殺させるのです。冷たく、効率よく、そしてシステマティックに。
私が小説を書く理由は、煎じ詰めればただひとつです。個人の魂の尊厳を
浮かび上がらせ、そこに光を当てるためです。我々の魂がシステムに絡み取られ、貶められることのないように、常にそこに光を当て、警鐘を鳴らす、それこそが物語の役目です。 （エルサレム賞受賞スピーチ「壁と卵」 ）佐伯さんの怒りの内実をみると 「連中」や「システム」 対 る批判と結
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びついていることがわかる。愛する者を無意味に残酷に殺され「サバイバー」となった佐伯さんが、最も怒りを感じているのはシステム 迎合する「連中」である。ただ死なずに生きている状態の中カフカが生まれ、佐伯さんに転機が訪れた。再 子どもという愛する対象を手に入れたにも関わらず、愛以上の恐怖と怒り（システムを悪用する人物とそれ 結びつけてしまった自分自身）が彼女を襲う。母が子ども 捨て という事実は、それほど彼女の怒りが強かったことの現れであり、田村浩一 存在の邪悪さと結びついている。
佐伯さんはナカタさんの訪れにより、死去する。彼女が半生をかけて書き上



























































小森氏も指摘しているが、強いトラウマ より一部、および全て 記憶が消えてしまうというものである。テクストには、生き延びた人とし 三人
の「サバイバー」が描かれているが、カフカは「解離性同一性障害」 、



























































問題を扱っていても評価し そしてまた、そうした問題の欠如を問題視したり、まし や苦悩したりしない。言い換え ば、左翼的な文学観一
切認めない」 、３「国家の論理と戦っている。これは集団の持つ暴力を










































































































せた。甲村図書館を訪れた彼は大島さんに「音楽 は を変えてしまう力があると思う？つまり、あるときにある音楽を聴いて、お げで自分の中
にある何かが、がらっと大きく変わっちまう みたいな」 （章）と尋
40
ねる。 大島さんはそのような音楽体験はあると同意し、 「恋と同じです」 （
40



























































































































































学篇』二〇〇六年三月） 、山岸昭子 発達心理学から見た「海辺のカフカ」─なぜ主人公は危機を乗り越えることが きたのか」 （ 順天堂大学医療看護学部
医療看
護研究１』二〇〇五年） 、岩宮恵子「村上春樹『海辺のカフカ』から─ ラス 言葉「君はこれから世界でいちばんタフな


















文は見られない。これまでの主眼は主人公カフカ、およびナカタさんである（千田洋幸、宇佐見毅編『村上春樹と二十一世紀』おうふう、二〇一六年） 。管見の限り、星野青年のことを前面に押し出したものは 小林宣之氏の公開講座講義録「星野青年、目覚める」 （ 『平成
年度大手前公開講座講義録「味22







































































大学） 「生き直されるサバイバーの生─「海辺のカフカ」におけるナカタ章の〈魅惑〉 」を基に、大幅な改稿を施したも である。席上、多くの貴重な意見を賜った。記して、感謝申し上げる。
（やまね
ゆみえ、広島国際大学非常勤講師）
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